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                                     天方　智順会長
　皆さま、改めましてこんにちは。先週の第１例会は
多くの方に来ていただき本当にありがとうございま
す。７月１日より始まりました『ガバナー補佐表敬訪

問』。第７分区の他
の７つのクラブの例
会にガバナー補佐と
ご一緒いたしまし
た。
　会長・幹事経験者
の皆さんは分かって
いらっしゃると思い

ますけれども、各クラブの例会場はそれぞれユニーク
で、いろいろなプログラムの内容も基本的に一緒です
けれど、時々違うときがあります。例えば、「君が代」
「ロータリーソング」は、北クラブは生ピアノです。
他のクラブでも音源が違います。なんとなくオペラ歌
手の独唱タイプの「君が代」や「奉仕の理想」があり
ます。我がクラブとはちょっと違うなと思います。
　クラブ毎にゴングを持っていますけれども、ゴング
も様々です。銀無垢というゴングが多いです。プロレ
スのゴングではないですけれども、一応、横から見た

ら台形の形をしたシルバーのゴングが多かったように
思います。
　たいていのクラブで、参加されている会員皆さんで
全員と握手をする習わしのクラブが多いです。釧路ク
ラブにそれがありませんので、なんとなく面食らった
気がいたしました。
　食事も違います。釧路ロータリークラブはキャッス
ルホテルさんで、このように美味しい食事を私たちは
食べていますけれど、私は釧路クラブの食事が一番だ
と思います。但し、東クラブさんは７月の第１例会が
毎年 “うなぎ” なのです。提供は駒形家さんですが、
うなぎが食えます。この後、会長・幹事を経験される
方は、ぜひとも東クラブの例会に行っていただければ
と思います。
　吉田潤司ガバナーの『公式訪問』が始まりましたよ
うで、私たちも良いスタートを切れたと思います。今
日は、もう一度スピーチの機会があるので、例会の最
初の挨拶はこのくらいにさせていただきます。今日も
どうぞよろしくお願いいたします。

月間テーマ

本日のプログラム

次週例会 納涼ビアパーティー（親睦活動委員会担当）
会長・幹事・四大委員長挨拶（理事会担当）

■ロータリーソング：「四つのテスト」
■会員数　95名　（2019 年 7月 11日）

■ソングリーダー：小林　隆志君

■ビジター：なし
■お客様：ひがし北海道クレインズ合同会社　代表社員　田中　茂樹様
■ニコニコ献金
　天方　智順君・・・阿部委員長より若々しく新聞に載ってしましました。恐縮です。
　伊貝　正志君・・・長男が 8日より弊社で働き始めました。これからお世話になることと思います。
　　　　　　　　　　その節はご指導の程よろしくお願い致します。
　阿部　勝義君・・・7月 3日に数学検定料 100 万円を釧路市に寄付してきました。
　

今年度累計　55,000 円

会長の時間
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　ひがし北海道クレインズ　
　　　代表業務執行社員　田中　茂樹　様
　ご紹介に与りました。ひがし北海道クレインズで代
表をさせていただいております田中と申します。よろ

しくお願いいたしま
す。本日は、このよ
うな機会をいただき
まして、誠に恐縮の
至りではございま
す。この中にも、ひ
がし北海道クレイン
ズがクレインズとし

て存続をするに当たって、多大なご尽力をいただきま
した方々もたくさんいらっしゃいまして、私としまし
ては、これまで本日までご挨拶も回れない状況に心苦
しく思っているところでございます。いま、本当にゼ
ロから会社組織・チーム含めて８月 31日に決まりま
したアジアリーグの初戦に向けて、チーム一丸となっ
て日々夜中までがんばっておりますので、温かく今後
も見守っていただければと存じます。
　われわれとしましては、いま、新しくクラブチーム
として生まれ変わることになるのですけれども、本日
も釧路のスポーツ振興財団様と連携協定と形で署名を
させていただいたところでございます。この地域の氷
都・釧路ということで、子どもたちがアイスホッケー
をすることで夢を引き続き見られるようなチームとし

て、末永く地域に愛していただけるように日々努力を
してまいりますので、引き続き温かく見守っていただ
ければ幸いでございます。
　お手元に配布させていただきました資料は、先日、
「第１回評議会」と名を打って、日本全国Ｊリーグを
はじめとして、いまＢリーグ等もございますけれども
地域に密着をした形でのスポーツクラブが増えており
ます。実は、こういった評議会というのはわれわれが
初めての取り組みになりまして、地域の皆さまにご支
援をいただいている中で、財政の透明化やチーム活動
の状況をわれわれとしては常時情報公開しながら皆さ
まに見守っていただければということで、市の関係者
や地域でいま関係をする方たちにお集まりいただい
て、評議会で、喧々諤々、耳の痛いところも含めて承
りながら、反省をするところは反省をし、お願いをす
るところはお願いをさせていただいてやっていく体勢
をとっております。その第１回で配布をさせていただ
きました資料に少し加筆をしたものを皆さまに配布さ
せていただいております。
　こちらを見られて、なにかご意見・ご要望、反省す
るべきところなどいろいろございましたら、私もしく
は本日来ておりますＧＭの佐藤、ずっとクレインズの
日本製紙時代から応援の旗振り役として活躍をして、
いまも非常に大きなサポートをいただいております寺
山までお知らせをいただければと思います。
引き続き、よろしくお願いいたします。ありがとうご
ざいました。

本日のプログラム　会長・幹事・四大委員長挨拶
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天方　智順　会長
　再度失礼いたします。先週は、ガバナー補佐がご一
緒で、お客さまも多くいらっしゃいましたので、所信
表明演説みたいなものは今週になるのかと思っており
ました。改めまして、今年度どうぞよろしくお願いし
たいと思います。
　いろいろな思いが
ある中で、スローガ
ンの説明をさせてい
ただきます。『ＣＯ
ＮＮＥＣＴ！　ロー
タリーをよく知って
　より大きな輪を作
ろう！』です。
　マロニーＲＩ会長が、ＣＯＮＮＥＣＴなのです。繋
がるのですよ。ロータリーは世界を繋ぐ。ＲＩ会長は
毎年４つの大きなテーマを持ってやられているそうで
す。皆さん聞いたことがあると思います。「インスピ
レーション」とか、今年度のマロニー会長が「コネク
ト」、要するに「関係を持つ」という意味の「繋ぐ」

という意味の「コネクト」、コネクションの方です。
ですから、そこから一文字いただいて。吉田潤司ガバ
ナーの「知らずて語れず」、ロータリーをよく知って
ということですので、それもいただきました。「より
大きな輪を作ろう」は、皆さん分かってらっしゃると
思いますが、各クラブとも会員増強は一生懸命やらな
ければいけないことだと思っています。その「より大
きい輪」は、例会報告を見ると 95名です。来週ちょっ
と多く入会されます。もう少しで 100 の大台に行く
ところでございます。昨年度の杉村副会長が一生懸命
がんばってくださいまして、いろいろな方に声をかけ
ていって、杉村副会長だけではなくいろいろな人が、
がんばって動いていただき、もうすぐ 100 です。皆
さん、８月は『会員増強月間』でございますので、そ
れに向けてがんばって行きたいと、私も思いますし、
皆さんもよろしくお願いしたいと思います。
　よく、出港式などがありますよね。その年度の「○
○丸」、去年は「脇組」でしたけれど、よく船に例え
られます、ロータリーの年度は。私が思うに、ひとり
ひとりがお船じゃなく、釧路ロータリークラブが大き

お客様挨拶



日に『全道中学硬式野球大会』が工業高校で、土曜日
に開会式を行い工業高校のグラウンドと武修館高校の
グラウンドで２日間にわたって大会を開催する予定に
なっております。また『ライラセミナー』、働いてい
る若者が、「リーダーシップ研修」ということで、今
年は８月 31日・９月１日に旭川で開催という予定に
なっております。また11月には、『釧路ロータリーカッ
プ』ということで恒例になっておりますけれども、全
道のチームが集まるそのようなスケジュールで、もう
着々と準備を進めているところでございます。会員皆
さんの協力を元に進めて行かなければ成り立たない大
きな大会等ございますので、ご協力をお願いしたいと
思います。
　私は、ロータリーは長いですけれども「力まず・緩
まず・こだわらず」をずっと貫いて、あまりこだわり
を持たないで、でもあまり緩みすぎてもいるのだかい
ないのだか分からないという、それとこだわりを捨て
てフラットな気持ちで対応して行こうとロータリー活
動をしておりますけれども、今年１年間、吉田ガバナー
輩出クラブとして、誇りを持ち、責任を持って１年間
行動をして行きたいと思っておりますので、会員、皆
さまのご協力をよろしくお願いいたします。ありがと
うございました。

ロータリー財団・奨学推進委員会
　　　　　　　　　佐藤　尚彦　委員長
　皆さん、こんにちは。本年度のロータリー財団・奨
学推進委員会の委員長を仰せつかりました佐藤でござ
います。よろしくお願いいたします。終わりではない
です。
　実は、私ロータリーアン歴もう 11年目で、初めて
仰せつかった大役でございます。個人的に私の気持ち
としては、すごい光栄でありながら、一方で私のよう
な不良会員がやって天方丸が沈没しないのだろうかと
チョビッとそう思っていたのですが、その辺は皆さま
にご安心してほしい部分があるのですが、それは、大
委員長はこの程度かもしれませんが、ロータリー財団・
寄付推進委員会は池田委員長、米山記念奨学会委員会
は羽田野委員長、嵯
峨記念育英会委員会
は小野寺委員長と、
もう完璧な布陣と私
は思っておりますの
で、この辺は会長殿、
ご心配されずに滞り
なくそれぞれの役割
を全うして行けると思っておりますのでがんばりま
す。と言って、私がなにもやらないということは一切
ございませんので、その辺も重ねておまかせください
と小さな声で申し上げます。

　さて、今年度は、当クラブから吉田ガバナーが誕生
されまして、実は当財団の方の委員会としましては、
邵会長年度より３年計画でのミッションを仰せつかっ
ております。それは、皆さんも何度かお聞きされてい
るかと思うのですが、「100％ポール・ハリス・フェロー
クラブを達成することを吉田ガバナー年度中に達成し
たい」ということを我が委員会のミッションとして掲
げられております。これを達成するためには、釧路ロー
タリークラブ会員一人一人のご理解とご協力なくして
達成不可能なものでございます。またこの100％ポー
ル・ハリス・フェローは、クラブでは一生に１回しか
達成できない名誉あるものと聞いております。この
100％ポール・ハリス・フェロークラブの詳細につき
ましては、７月 25日に池田委員長が担当する例会で
詳細のご説明とご協力を求める形となっております。
どうぞ皆さま、この１年間を含めて 100％ポール・
ハリス・フェロークラブになれるようご理解を賜れば
と思います。
　最後になりますが、この１年間、天方丸が沈没しな
いように微力ながらがんばってまいりますので、よろ
しくお願いいたします。以上でございます。

後藤　公貴副会長
　皆さん、こんにちは。本年度、副会長を仰せつかっ
ております後藤でご
ざいます。早速、先
週から船出を始めた
わけでございます
が、まだ私なんかで
良いのかという思い
の中で迷いながら
日々生活をさせてい
ただいておりますが、引き受けたからには全力で今年
１年間がんばって参ろうと思っております。
　通常のクラブ運営とは別に、吉田ガバナーを輩出す
るという大変記念すべき、そしてまた光栄な年にこう
した大役を与えられたわけでございます。ご覧のとお
り、大変思いがある会長、そして優秀な幹事、そして
両副幹事、そして頼もしい理事の皆さまに囲まれて、
私の役割はなんだと思っているところでありますが、
来年の６月 30日に皆さんから「後藤で良かったね」
と最後に言っていただけるような、影から支えるよう
な活動をしてまいりたいと思っております。ぜひ、ク
ラブへのサポート、地区ガバナー事務所へのサポート
をお願いさせていただきたいと思っております。
　１年間、一生懸命がんばってまいります。よろしく
お願いいたします。ありがとうございます。

クラブ運営委員会　土橋　賢一委員長
　皆さん、こんにちは。クラブ運営委員会の土橋でご
ざいます。いよいよ今年度も始まりました。今年は、
通常のロータリー活動の他に、吉田潤司ガバナー輩出
年度ということで、大変充実した１年になるのではな

いかと思っておりま
す。
　また、当委員会は、
３つの小委員会から
なっておりまして、
親睦・プログラム・
出席と。委員長は、
新進気鋭の委員長を

配しております。また副委員長のおかれましては、ベ
テランを配置しておるところであります。正・副委員
長もさることながら、委員会メンバー全員が一丸とな
りまして、皆さんのロータリーライフが充実するよう
にプログラムの充実・工夫をして行きたいと思ってお
りますので、今年１年どうぞよろしくお願いいたしま
す。

クラブ広報・会員組織委員会　杉山　宏司委員長
　こんにちは。今年度クラブ広報・会員組織委員会大
委員長を命じられました杉山です。どうかよろしくお
願いいたします。副委員長には、頼もしい大ベテラン
の田中正己会員にお願いしております。
　実は私、歳よりもちょっと若く見えるものですから、
よく「若作りをしている」とか言われますけれども、
いま話題の年金をもらえる高齢者です。おじさんです。
ですから、ときどき
物忘れやミスもする
と思いますので、そ
ういう時には優しく
小さな声でアドバイ
スをいただければ
ホッとするところで
ありますので、よろ
しくお願いします。
　私どもの委員会は、３つの委員会を担当させていた
だいております。まず、クラブ会報・雑誌委員会は清
水輝彦委員長、副委員長には、杉浦会員となっており
ます。昨年に引き続きホームページを活用しての広報
活動と新規コンテンツの発展と充実を目指しておりま
す。続きまして、会員増強・選考・職業分類委員会で
すが、委員長には高橋徹次会員、副委員長に菅原淳会
員となっております。クラブを運営していくうえでも
ウチのクラブは 100 名の会員を維持していくことが
良いと思います。さらに維持をしていくだけではなく
退会防止に努め、純増３％を目指していきます。先ほ
ど、会長もおっしゃっていましたが、８月にはすぐ新

入会員対象の担当例会がございます。どなたかいらっ
しゃいましたらぜひご推薦をお願いします。ひとりで
も多くの会員を入会できるように活動していきます。
　最後になりますが、昨年は「ロータリー情報委員会」
でしたが、会員の皆さまにロータリーの理解をより深
めるために名称を変更して「クラブ研修委員会」にな
りました。こちらは、木下会員・邵会員・脇会員で、
最強のメンバーとなっております。
　今年度、天方会長の「ＣＯＮＮＥＣＴ　！ロータリー
をよく知って　より大きな輪を作ろう！」のスローガ
ンの下、皆さまのご理解とご協力をいただき、歴史と
伝統を受け継ぎながらがんばって行きたいと思います
ので、どうか１年間よろしくお願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　川本　和之委員長
　皆さん、こんにちは。本年度、天方会長の下、奉仕
プロジェクトを担当いたします川本でございます。よ
ろしくお願いいたします。

　私の副委員長は、
米本会員でございま
して、私も何人かス
ポンサーをさせてい
ただいたのですけれ
ども、皆さんもう会
長になってしまいま
して、米本君しか

残っていないということで米本君にお願いをしまし
た。私の在籍もうかれこれ 20年を超えております。
米本君は 10年ということで、経験値だけはあると、
ムダに歳は食っておりますけれどもよろしくお願いい
たします。
　私どもの奉仕プロジェクトは、社会奉仕・職業奉仕・
国際奉仕・青少年奉仕と４つの委員会になっておりま
すけれども、もう既に各委員会は動いております。
　まず、社会奉仕委員会ですけれども、先日新聞にも
載っておりましたけれども７月３日に市役所に『算数
検定』の贈呈をさせていただきました。その時には、
阿部委員長が一緒に同行させていただきまして贈呈を
させていただきました。
　そして、職業奉仕です。来月 22日に馬場北電支店
長さんのご協力をいただきながら、緑ヶ岡の送配電カ
ンパニーで『職場訪問例会』をする予定になっており
ます。こちらの方もブラックアウトの経験を踏まえな
がら、その対策ということで進めております。
続きまして、国際奉仕ですけれども、近年、国際奉仕
に対してもタイやブータン等に浄水器等を寄贈しなが
ら奉仕活動をさせていただいておりますけれども、そ
のプロジェクトを継承すべく国際的にも奉仕活動をし
て行きたいと考えております。また、青少年委員会で
す。これはもう直近で事業が目白押し。７月 27・28

な船になのではないかと思っています。毎年、艦長が、
船長が代わるだけではないかと思っています。私で
83代目だと思うので、過去において 82人の船長さ
んがいらっしゃって、それぞれの航海を終えられて私
が 83代船長として航海へ出るわけです。乗組員も
54年以上乗り組まれている方もいらっしゃいます。
お仕事の都合で、２年ぐらいで下船される方もいらっ
しゃいます。でも、ロータリークラブはひとつの船な
のではないかと思います。みんなで力を合わせてお一
人お一人の船員が、役目を果たしたうえで安全な航海
ができるのではないかと思っております。
　普通の年は、船長なのですけれど、なんと例えれば
良いかずっと思っていました。今年は同じ船に、もっ
と偉い人が乗っているみたいな感じがあるのですけれ
ど、そういう名誉な年に船長ができて、私は幸せだと
思っております。
　最後に言うことを控えていたつもりで、大変失礼い
たしました。会長をやるに当たって、いろいろと１年
以上も前からこの７月からのことに対して準備をして
きたつもりです。いろいろと思うことがあって、会長
のスタンスというものがあると思うのですが、悪く言
うと「無理せずやりますよ。適当に」、こんなことは
絶対失礼で、私はそれをやりたくもないです。かと言っ
て、例えば５厘刈りにして、汗をダクダクかいて、目
を血走らせて、そんなハードワークな会長も違うので
はないかと思います。なにが良いかと思っていました
ら、なんとなく毎週・毎週うっすらと額に汗をかくぐ
らいが一番良いのではないかと思います。自らに負担
じゃなく負荷をかけて、ちょっとした汗をかくぐらい
の会長でいたいと思っております。
　自分で、かしこまるところはかしこまる。襟を正す
ところは正す。でも、そんなに堅くならずに皆さんに
緊張感を与えることなく会長をやりたいと思っていま
す。
　まだ２回目の例会で、これから先が長いのでござい
ますので、皆さまのご協力・ご理解のほどをよろしく
お願いいたしまして、この挨拶に代えさせていただき
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

松井　聖治幹事
　改めまして、今年度幹事という大役を仰せつかりま
した松井でございます。どうぞよろしくお願いいたし
ます。
　改めて言わなくても、まだ自分は入会６年目でして、
経験もなく能力も足りない、そんな幹事でございます。
例年の幹事さんのようにはいかないかもしれませんけ
れど、やる気は負けないように持っておりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。
　そんな自分ですけれども、意外とせっかちと言いま
すか、思い込みの激しいところがありまして、幹事の

お声をかけていただいたときに例会の後かなにかに、
急に天方会長に「鱗へ行かないか」と言われまして、
あまりいきなり鱗へ誘われることがなかったのですけ
れど。何も考えずに、
八千代だったら
ちょっと怪しいと
思ったのですけれ
ど、鱗だったもので
すから何も考えずに
付いて行ったら、お
酒を飲んでいる最中
に、「2019-2020 年度の会長を引き受けた」という話
をされまして、本当に頭の片隅にも、まるっきり幹事
なんてことはなかったものですから「それはすごいで
すね、ガバナー年度じゃないですか」と。「すごく大
変ですよ」なんていう話をしていたら、なにか分から
ないですけれど「幹事、どうだ」と言われました。
　その意味がよく分からなくて、「幹事、どうだ」と
いう意味がよくわからなくて、いろいろ自分なりに考
えましたけれども、幹事の相談をしているのかと思い
まして、僕なりに一生懸命その後しばらく真剣に誰が
幹事に良いのかと思って、沈黙の中、必死に考えまし
た。いろいろな人の顔を思い浮かべまして、誰が良い
かといろいろ考えて。
　多分、真剣に考えているのだと会長は思われたと思
いますけれども、僕は誰が良いかを真剣に考えていま
して、しばらくの沈黙の後に天方会長に「誰が良いで
しょうね」と言いました。そうしたら「そうじゃなく、
お前だ」と言われまして、そこでやっと事態に気づき
ました。
　そこからどんよりした空気の中、「すみません。嫁
に相談をするので持ち帰らせてください」と言って、
その場は終わったような感じです。後日、改めて「せっ
かくのお声がけですし、あまり運営職というものは苦
手な方ですけれども、せっかくのチャンスですのでや
らせてください」ということで、お引き受けをさせて
いただいたところでございます。
　そんな感じで、私、本当に意外とそそっかしく、早
とちりの部分もありますので、本当に１年間、皆さま
方のご協力・叱咤激励をいただかないと本当に乗り越
えて行けない、そんな１年になるのかと思っておりま
す。ですけれども、以外と打たれ弱い性格でございま
す。叱咤激励も、できましたら叱咤を少なめ激励を多
めの叱咤激励にしていただきまして。褒められて伸び
るタイプでございますので、できましたら激励だけで
も構いませんので、改めて激励多めの叱咤激励をお願
いさせていただきまして、今年度１年、ぜひよろしく
お願いしたいと思います。
　以上で、幹事としてのご挨拶とさせていただきます。
改めまして、１年間どうぞよろしくお願いいたします。
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日に『全道中学硬式野球大会』が工業高校で、土曜日
に開会式を行い工業高校のグラウンドと武修館高校の
グラウンドで２日間にわたって大会を開催する予定に
なっております。また『ライラセミナー』、働いてい
る若者が、「リーダーシップ研修」ということで、今
年は８月 31日・９月１日に旭川で開催という予定に
なっております。また11月には、『釧路ロータリーカッ
プ』ということで恒例になっておりますけれども、全
道のチームが集まるそのようなスケジュールで、もう
着々と準備を進めているところでございます。会員皆
さんの協力を元に進めて行かなければ成り立たない大
きな大会等ございますので、ご協力をお願いしたいと
思います。
　私は、ロータリーは長いですけれども「力まず・緩
まず・こだわらず」をずっと貫いて、あまりこだわり
を持たないで、でもあまり緩みすぎてもいるのだかい
ないのだか分からないという、それとこだわりを捨て
てフラットな気持ちで対応して行こうとロータリー活
動をしておりますけれども、今年１年間、吉田ガバナー
輩出クラブとして、誇りを持ち、責任を持って１年間
行動をして行きたいと思っておりますので、会員、皆
さまのご協力をよろしくお願いいたします。ありがと
うございました。

ロータリー財団・奨学推進委員会
　　　　　　　　　佐藤　尚彦　委員長
　皆さん、こんにちは。本年度のロータリー財団・奨
学推進委員会の委員長を仰せつかりました佐藤でござ
います。よろしくお願いいたします。終わりではない
です。
　実は、私ロータリーアン歴もう 11年目で、初めて
仰せつかった大役でございます。個人的に私の気持ち
としては、すごい光栄でありながら、一方で私のよう
な不良会員がやって天方丸が沈没しないのだろうかと
チョビッとそう思っていたのですが、その辺は皆さま
にご安心してほしい部分があるのですが、それは、大
委員長はこの程度かもしれませんが、ロータリー財団・
寄付推進委員会は池田委員長、米山記念奨学会委員会
は羽田野委員長、嵯
峨記念育英会委員会
は小野寺委員長と、
もう完璧な布陣と私
は思っておりますの
で、この辺は会長殿、
ご心配されずに滞り
なくそれぞれの役割
を全うして行けると思っておりますのでがんばりま
す。と言って、私がなにもやらないということは一切
ございませんので、その辺も重ねておまかせください
と小さな声で申し上げます。

　さて、今年度は、当クラブから吉田ガバナーが誕生
されまして、実は当財団の方の委員会としましては、
邵会長年度より３年計画でのミッションを仰せつかっ
ております。それは、皆さんも何度かお聞きされてい
るかと思うのですが、「100％ポール・ハリス・フェロー
クラブを達成することを吉田ガバナー年度中に達成し
たい」ということを我が委員会のミッションとして掲
げられております。これを達成するためには、釧路ロー
タリークラブ会員一人一人のご理解とご協力なくして
達成不可能なものでございます。またこの100％ポー
ル・ハリス・フェローは、クラブでは一生に１回しか
達成できない名誉あるものと聞いております。この
100％ポール・ハリス・フェロークラブの詳細につき
ましては、７月 25日に池田委員長が担当する例会で
詳細のご説明とご協力を求める形となっております。
どうぞ皆さま、この１年間を含めて 100％ポール・
ハリス・フェロークラブになれるようご理解を賜れば
と思います。
　最後になりますが、この１年間、天方丸が沈没しな
いように微力ながらがんばってまいりますので、よろ
しくお願いいたします。以上でございます。

後藤　公貴副会長
　皆さん、こんにちは。本年度、副会長を仰せつかっ
ております後藤でご
ざいます。早速、先
週から船出を始めた
わけでございます
が、まだ私なんかで
良いのかという思い
の中で迷いながら
日々生活をさせてい
ただいておりますが、引き受けたからには全力で今年
１年間がんばって参ろうと思っております。
　通常のクラブ運営とは別に、吉田ガバナーを輩出す
るという大変記念すべき、そしてまた光栄な年にこう
した大役を与えられたわけでございます。ご覧のとお
り、大変思いがある会長、そして優秀な幹事、そして
両副幹事、そして頼もしい理事の皆さまに囲まれて、
私の役割はなんだと思っているところでありますが、
来年の６月 30日に皆さんから「後藤で良かったね」
と最後に言っていただけるような、影から支えるよう
な活動をしてまいりたいと思っております。ぜひ、ク
ラブへのサポート、地区ガバナー事務所へのサポート
をお願いさせていただきたいと思っております。
　１年間、一生懸命がんばってまいります。よろしく
お願いいたします。ありがとうございます。

クラブ運営委員会　土橋　賢一委員長
　皆さん、こんにちは。クラブ運営委員会の土橋でご
ざいます。いよいよ今年度も始まりました。今年は、
通常のロータリー活動の他に、吉田潤司ガバナー輩出
年度ということで、大変充実した１年になるのではな

いかと思っておりま
す。
　また、当委員会は、
３つの小委員会から
なっておりまして、
親睦・プログラム・
出席と。委員長は、
新進気鋭の委員長を

配しております。また副委員長のおかれましては、ベ
テランを配置しておるところであります。正・副委員
長もさることながら、委員会メンバー全員が一丸とな
りまして、皆さんのロータリーライフが充実するよう
にプログラムの充実・工夫をして行きたいと思ってお
りますので、今年１年どうぞよろしくお願いいたしま
す。

クラブ広報・会員組織委員会　杉山　宏司委員長
　こんにちは。今年度クラブ広報・会員組織委員会大
委員長を命じられました杉山です。どうかよろしくお
願いいたします。副委員長には、頼もしい大ベテラン
の田中正己会員にお願いしております。
　実は私、歳よりもちょっと若く見えるものですから、
よく「若作りをしている」とか言われますけれども、
いま話題の年金をもらえる高齢者です。おじさんです。
ですから、ときどき
物忘れやミスもする
と思いますので、そ
ういう時には優しく
小さな声でアドバイ
スをいただければ
ホッとするところで
ありますので、よろ
しくお願いします。
　私どもの委員会は、３つの委員会を担当させていた
だいております。まず、クラブ会報・雑誌委員会は清
水輝彦委員長、副委員長には、杉浦会員となっており
ます。昨年に引き続きホームページを活用しての広報
活動と新規コンテンツの発展と充実を目指しておりま
す。続きまして、会員増強・選考・職業分類委員会で
すが、委員長には高橋徹次会員、副委員長に菅原淳会
員となっております。クラブを運営していくうえでも
ウチのクラブは 100 名の会員を維持していくことが
良いと思います。さらに維持をしていくだけではなく
退会防止に努め、純増３％を目指していきます。先ほ
ど、会長もおっしゃっていましたが、８月にはすぐ新

入会員対象の担当例会がございます。どなたかいらっ
しゃいましたらぜひご推薦をお願いします。ひとりで
も多くの会員を入会できるように活動していきます。
　最後になりますが、昨年は「ロータリー情報委員会」
でしたが、会員の皆さまにロータリーの理解をより深
めるために名称を変更して「クラブ研修委員会」にな
りました。こちらは、木下会員・邵会員・脇会員で、
最強のメンバーとなっております。
　今年度、天方会長の「ＣＯＮＮＥＣＴ　！ロータリー
をよく知って　より大きな輪を作ろう！」のスローガ
ンの下、皆さまのご理解とご協力をいただき、歴史と
伝統を受け継ぎながらがんばって行きたいと思います
ので、どうか１年間よろしくお願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　川本　和之委員長
　皆さん、こんにちは。本年度、天方会長の下、奉仕
プロジェクトを担当いたします川本でございます。よ
ろしくお願いいたします。

　私の副委員長は、
米本会員でございま
して、私も何人かス
ポンサーをさせてい
ただいたのですけれ
ども、皆さんもう会
長になってしまいま
して、米本君しか

残っていないということで米本君にお願いをしまし
た。私の在籍もうかれこれ 20年を超えております。
米本君は 10年ということで、経験値だけはあると、
ムダに歳は食っておりますけれどもよろしくお願いい
たします。
　私どもの奉仕プロジェクトは、社会奉仕・職業奉仕・
国際奉仕・青少年奉仕と４つの委員会になっておりま
すけれども、もう既に各委員会は動いております。
　まず、社会奉仕委員会ですけれども、先日新聞にも
載っておりましたけれども７月３日に市役所に『算数
検定』の贈呈をさせていただきました。その時には、
阿部委員長が一緒に同行させていただきまして贈呈を
させていただきました。
　そして、職業奉仕です。来月 22日に馬場北電支店
長さんのご協力をいただきながら、緑ヶ岡の送配電カ
ンパニーで『職場訪問例会』をする予定になっており
ます。こちらの方もブラックアウトの経験を踏まえな
がら、その対策ということで進めております。
続きまして、国際奉仕ですけれども、近年、国際奉仕
に対してもタイやブータン等に浄水器等を寄贈しなが
ら奉仕活動をさせていただいておりますけれども、そ
のプロジェクトを継承すべく国際的にも奉仕活動をし
て行きたいと考えております。また、青少年委員会で
す。これはもう直近で事業が目白押し。７月 27・28

な船になのではないかと思っています。毎年、艦長が、
船長が代わるだけではないかと思っています。私で
83代目だと思うので、過去において 82人の船長さ
んがいらっしゃって、それぞれの航海を終えられて私
が 83代船長として航海へ出るわけです。乗組員も
54年以上乗り組まれている方もいらっしゃいます。
お仕事の都合で、２年ぐらいで下船される方もいらっ
しゃいます。でも、ロータリークラブはひとつの船な
のではないかと思います。みんなで力を合わせてお一
人お一人の船員が、役目を果たしたうえで安全な航海
ができるのではないかと思っております。
　普通の年は、船長なのですけれど、なんと例えれば
良いかずっと思っていました。今年は同じ船に、もっ
と偉い人が乗っているみたいな感じがあるのですけれ
ど、そういう名誉な年に船長ができて、私は幸せだと
思っております。
　最後に言うことを控えていたつもりで、大変失礼い
たしました。会長をやるに当たって、いろいろと１年
以上も前からこの７月からのことに対して準備をして
きたつもりです。いろいろと思うことがあって、会長
のスタンスというものがあると思うのですが、悪く言
うと「無理せずやりますよ。適当に」、こんなことは
絶対失礼で、私はそれをやりたくもないです。かと言っ
て、例えば５厘刈りにして、汗をダクダクかいて、目
を血走らせて、そんなハードワークな会長も違うので
はないかと思います。なにが良いかと思っていました
ら、なんとなく毎週・毎週うっすらと額に汗をかくぐ
らいが一番良いのではないかと思います。自らに負担
じゃなく負荷をかけて、ちょっとした汗をかくぐらい
の会長でいたいと思っております。
　自分で、かしこまるところはかしこまる。襟を正す
ところは正す。でも、そんなに堅くならずに皆さんに
緊張感を与えることなく会長をやりたいと思っていま
す。
　まだ２回目の例会で、これから先が長いのでござい
ますので、皆さまのご協力・ご理解のほどをよろしく
お願いいたしまして、この挨拶に代えさせていただき
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

松井　聖治幹事
　改めまして、今年度幹事という大役を仰せつかりま
した松井でございます。どうぞよろしくお願いいたし
ます。
　改めて言わなくても、まだ自分は入会６年目でして、
経験もなく能力も足りない、そんな幹事でございます。
例年の幹事さんのようにはいかないかもしれませんけ
れど、やる気は負けないように持っておりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。
　そんな自分ですけれども、意外とせっかちと言いま
すか、思い込みの激しいところがありまして、幹事の

お声をかけていただいたときに例会の後かなにかに、
急に天方会長に「鱗へ行かないか」と言われまして、
あまりいきなり鱗へ誘われることがなかったのですけ
れど。何も考えずに、
八千代だったら
ちょっと怪しいと
思ったのですけれ
ど、鱗だったもので
すから何も考えずに
付いて行ったら、お
酒を飲んでいる最中
に、「2019-2020 年度の会長を引き受けた」という話
をされまして、本当に頭の片隅にも、まるっきり幹事
なんてことはなかったものですから「それはすごいで
すね、ガバナー年度じゃないですか」と。「すごく大
変ですよ」なんていう話をしていたら、なにか分から
ないですけれど「幹事、どうだ」と言われました。
　その意味がよく分からなくて、「幹事、どうだ」と
いう意味がよくわからなくて、いろいろ自分なりに考
えましたけれども、幹事の相談をしているのかと思い
まして、僕なりに一生懸命その後しばらく真剣に誰が
幹事に良いのかと思って、沈黙の中、必死に考えまし
た。いろいろな人の顔を思い浮かべまして、誰が良い
かといろいろ考えて。
　多分、真剣に考えているのだと会長は思われたと思
いますけれども、僕は誰が良いかを真剣に考えていま
して、しばらくの沈黙の後に天方会長に「誰が良いで
しょうね」と言いました。そうしたら「そうじゃなく、
お前だ」と言われまして、そこでやっと事態に気づき
ました。
　そこからどんよりした空気の中、「すみません。嫁
に相談をするので持ち帰らせてください」と言って、
その場は終わったような感じです。後日、改めて「せっ
かくのお声がけですし、あまり運営職というものは苦
手な方ですけれども、せっかくのチャンスですのでや
らせてください」ということで、お引き受けをさせて
いただいたところでございます。
　そんな感じで、私、本当に意外とそそっかしく、早
とちりの部分もありますので、本当に１年間、皆さま
方のご協力・叱咤激励をいただかないと本当に乗り越
えて行けない、そんな１年になるのかと思っておりま
す。ですけれども、以外と打たれ弱い性格でございま
す。叱咤激励も、できましたら叱咤を少なめ激励を多
めの叱咤激励にしていただきまして。褒められて伸び
るタイプでございますので、できましたら激励だけで
も構いませんので、改めて激励多めの叱咤激励をお願
いさせていただきまして、今年度１年、ぜひよろしく
お願いしたいと思います。
　以上で、幹事としてのご挨拶とさせていただきます。
改めまして、１年間どうぞよろしくお願いいたします。

HIKO
スタンプ



日に『全道中学硬式野球大会』が工業高校で、土曜日
に開会式を行い工業高校のグラウンドと武修館高校の
グラウンドで２日間にわたって大会を開催する予定に
なっております。また『ライラセミナー』、働いてい
る若者が、「リーダーシップ研修」ということで、今
年は８月 31日・９月１日に旭川で開催という予定に
なっております。また11月には、『釧路ロータリーカッ
プ』ということで恒例になっておりますけれども、全
道のチームが集まるそのようなスケジュールで、もう
着々と準備を進めているところでございます。会員皆
さんの協力を元に進めて行かなければ成り立たない大
きな大会等ございますので、ご協力をお願いしたいと
思います。
　私は、ロータリーは長いですけれども「力まず・緩
まず・こだわらず」をずっと貫いて、あまりこだわり
を持たないで、でもあまり緩みすぎてもいるのだかい
ないのだか分からないという、それとこだわりを捨て
てフラットな気持ちで対応して行こうとロータリー活
動をしておりますけれども、今年１年間、吉田ガバナー
輩出クラブとして、誇りを持ち、責任を持って１年間
行動をして行きたいと思っておりますので、会員、皆
さまのご協力をよろしくお願いいたします。ありがと
うございました。

ロータリー財団・奨学推進委員会
　　　　　　　　　佐藤　尚彦　委員長
　皆さん、こんにちは。本年度のロータリー財団・奨
学推進委員会の委員長を仰せつかりました佐藤でござ
います。よろしくお願いいたします。終わりではない
です。
　実は、私ロータリーアン歴もう 11年目で、初めて
仰せつかった大役でございます。個人的に私の気持ち
としては、すごい光栄でありながら、一方で私のよう
な不良会員がやって天方丸が沈没しないのだろうかと
チョビッとそう思っていたのですが、その辺は皆さま
にご安心してほしい部分があるのですが、それは、大
委員長はこの程度かもしれませんが、ロータリー財団・
寄付推進委員会は池田委員長、米山記念奨学会委員会
は羽田野委員長、嵯
峨記念育英会委員会
は小野寺委員長と、
もう完璧な布陣と私
は思っておりますの
で、この辺は会長殿、
ご心配されずに滞り
なくそれぞれの役割
を全うして行けると思っておりますのでがんばりま
す。と言って、私がなにもやらないということは一切
ございませんので、その辺も重ねておまかせください
と小さな声で申し上げます。

　さて、今年度は、当クラブから吉田ガバナーが誕生
されまして、実は当財団の方の委員会としましては、
邵会長年度より３年計画でのミッションを仰せつかっ
ております。それは、皆さんも何度かお聞きされてい
るかと思うのですが、「100％ポール・ハリス・フェロー
クラブを達成することを吉田ガバナー年度中に達成し
たい」ということを我が委員会のミッションとして掲
げられております。これを達成するためには、釧路ロー
タリークラブ会員一人一人のご理解とご協力なくして
達成不可能なものでございます。またこの100％ポー
ル・ハリス・フェローは、クラブでは一生に１回しか
達成できない名誉あるものと聞いております。この
100％ポール・ハリス・フェロークラブの詳細につき
ましては、７月 25日に池田委員長が担当する例会で
詳細のご説明とご協力を求める形となっております。
どうぞ皆さま、この１年間を含めて 100％ポール・
ハリス・フェロークラブになれるようご理解を賜れば
と思います。
　最後になりますが、この１年間、天方丸が沈没しな
いように微力ながらがんばってまいりますので、よろ
しくお願いいたします。以上でございます。

後藤　公貴副会長
　皆さん、こんにちは。本年度、副会長を仰せつかっ
ております後藤でご
ざいます。早速、先
週から船出を始めた
わけでございます
が、まだ私なんかで
良いのかという思い
の中で迷いながら
日々生活をさせてい
ただいておりますが、引き受けたからには全力で今年
１年間がんばって参ろうと思っております。
　通常のクラブ運営とは別に、吉田ガバナーを輩出す
るという大変記念すべき、そしてまた光栄な年にこう
した大役を与えられたわけでございます。ご覧のとお
り、大変思いがある会長、そして優秀な幹事、そして
両副幹事、そして頼もしい理事の皆さまに囲まれて、
私の役割はなんだと思っているところでありますが、
来年の６月 30日に皆さんから「後藤で良かったね」
と最後に言っていただけるような、影から支えるよう
な活動をしてまいりたいと思っております。ぜひ、ク
ラブへのサポート、地区ガバナー事務所へのサポート
をお願いさせていただきたいと思っております。
　１年間、一生懸命がんばってまいります。よろしく
お願いいたします。ありがとうございます。

クラブ運営委員会　土橋　賢一委員長
　皆さん、こんにちは。クラブ運営委員会の土橋でご
ざいます。いよいよ今年度も始まりました。今年は、
通常のロータリー活動の他に、吉田潤司ガバナー輩出
年度ということで、大変充実した１年になるのではな

いかと思っておりま
す。
　また、当委員会は、
３つの小委員会から
なっておりまして、
親睦・プログラム・
出席と。委員長は、
新進気鋭の委員長を

配しております。また副委員長のおかれましては、ベ
テランを配置しておるところであります。正・副委員
長もさることながら、委員会メンバー全員が一丸とな
りまして、皆さんのロータリーライフが充実するよう
にプログラムの充実・工夫をして行きたいと思ってお
りますので、今年１年どうぞよろしくお願いいたしま
す。

クラブ広報・会員組織委員会　杉山　宏司委員長
　こんにちは。今年度クラブ広報・会員組織委員会大
委員長を命じられました杉山です。どうかよろしくお
願いいたします。副委員長には、頼もしい大ベテラン
の田中正己会員にお願いしております。
　実は私、歳よりもちょっと若く見えるものですから、
よく「若作りをしている」とか言われますけれども、
いま話題の年金をもらえる高齢者です。おじさんです。
ですから、ときどき
物忘れやミスもする
と思いますので、そ
ういう時には優しく
小さな声でアドバイ
スをいただければ
ホッとするところで
ありますので、よろ
しくお願いします。
　私どもの委員会は、３つの委員会を担当させていた
だいております。まず、クラブ会報・雑誌委員会は清
水輝彦委員長、副委員長には、杉浦会員となっており
ます。昨年に引き続きホームページを活用しての広報
活動と新規コンテンツの発展と充実を目指しておりま
す。続きまして、会員増強・選考・職業分類委員会で
すが、委員長には高橋徹次会員、副委員長に菅原淳会
員となっております。クラブを運営していくうえでも
ウチのクラブは 100 名の会員を維持していくことが
良いと思います。さらに維持をしていくだけではなく
退会防止に努め、純増３％を目指していきます。先ほ
ど、会長もおっしゃっていましたが、８月にはすぐ新

入会員対象の担当例会がございます。どなたかいらっ
しゃいましたらぜひご推薦をお願いします。ひとりで
も多くの会員を入会できるように活動していきます。
　最後になりますが、昨年は「ロータリー情報委員会」
でしたが、会員の皆さまにロータリーの理解をより深
めるために名称を変更して「クラブ研修委員会」にな
りました。こちらは、木下会員・邵会員・脇会員で、
最強のメンバーとなっております。
　今年度、天方会長の「ＣＯＮＮＥＣＴ　！ロータリー
をよく知って　より大きな輪を作ろう！」のスローガ
ンの下、皆さまのご理解とご協力をいただき、歴史と
伝統を受け継ぎながらがんばって行きたいと思います
ので、どうか１年間よろしくお願いいたします。

奉仕プロジェクト委員会　川本　和之委員長
　皆さん、こんにちは。本年度、天方会長の下、奉仕
プロジェクトを担当いたします川本でございます。よ
ろしくお願いいたします。

　私の副委員長は、
米本会員でございま
して、私も何人かス
ポンサーをさせてい
ただいたのですけれ
ども、皆さんもう会
長になってしまいま
して、米本君しか

残っていないということで米本君にお願いをしまし
た。私の在籍もうかれこれ 20年を超えております。
米本君は 10年ということで、経験値だけはあると、
ムダに歳は食っておりますけれどもよろしくお願いい
たします。
　私どもの奉仕プロジェクトは、社会奉仕・職業奉仕・
国際奉仕・青少年奉仕と４つの委員会になっておりま
すけれども、もう既に各委員会は動いております。
　まず、社会奉仕委員会ですけれども、先日新聞にも
載っておりましたけれども７月３日に市役所に『算数
検定』の贈呈をさせていただきました。その時には、
阿部委員長が一緒に同行させていただきまして贈呈を
させていただきました。
　そして、職業奉仕です。来月 22日に馬場北電支店
長さんのご協力をいただきながら、緑ヶ岡の送配電カ
ンパニーで『職場訪問例会』をする予定になっており
ます。こちらの方もブラックアウトの経験を踏まえな
がら、その対策ということで進めております。
続きまして、国際奉仕ですけれども、近年、国際奉仕
に対してもタイやブータン等に浄水器等を寄贈しなが
ら奉仕活動をさせていただいておりますけれども、そ
のプロジェクトを継承すべく国際的にも奉仕活動をし
て行きたいと考えております。また、青少年委員会で
す。これはもう直近で事業が目白押し。７月 27・28

な船になのではないかと思っています。毎年、艦長が、
船長が代わるだけではないかと思っています。私で
83代目だと思うので、過去において 82人の船長さ
んがいらっしゃって、それぞれの航海を終えられて私
が 83代船長として航海へ出るわけです。乗組員も
54年以上乗り組まれている方もいらっしゃいます。
お仕事の都合で、２年ぐらいで下船される方もいらっ
しゃいます。でも、ロータリークラブはひとつの船な
のではないかと思います。みんなで力を合わせてお一
人お一人の船員が、役目を果たしたうえで安全な航海
ができるのではないかと思っております。
　普通の年は、船長なのですけれど、なんと例えれば
良いかずっと思っていました。今年は同じ船に、もっ
と偉い人が乗っているみたいな感じがあるのですけれ
ど、そういう名誉な年に船長ができて、私は幸せだと
思っております。
　最後に言うことを控えていたつもりで、大変失礼い
たしました。会長をやるに当たって、いろいろと１年
以上も前からこの７月からのことに対して準備をして
きたつもりです。いろいろと思うことがあって、会長
のスタンスというものがあると思うのですが、悪く言
うと「無理せずやりますよ。適当に」、こんなことは
絶対失礼で、私はそれをやりたくもないです。かと言っ
て、例えば５厘刈りにして、汗をダクダクかいて、目
を血走らせて、そんなハードワークな会長も違うので
はないかと思います。なにが良いかと思っていました
ら、なんとなく毎週・毎週うっすらと額に汗をかくぐ
らいが一番良いのではないかと思います。自らに負担
じゃなく負荷をかけて、ちょっとした汗をかくぐらい
の会長でいたいと思っております。
　自分で、かしこまるところはかしこまる。襟を正す
ところは正す。でも、そんなに堅くならずに皆さんに
緊張感を与えることなく会長をやりたいと思っていま
す。
　まだ２回目の例会で、これから先が長いのでござい
ますので、皆さまのご協力・ご理解のほどをよろしく
お願いいたしまして、この挨拶に代えさせていただき
ます。どうぞよろしくお願いいたします。

松井　聖治幹事
　改めまして、今年度幹事という大役を仰せつかりま
した松井でございます。どうぞよろしくお願いいたし
ます。
　改めて言わなくても、まだ自分は入会６年目でして、
経験もなく能力も足りない、そんな幹事でございます。
例年の幹事さんのようにはいかないかもしれませんけ
れど、やる気は負けないように持っておりますので、
どうぞよろしくお願いいたします。
　そんな自分ですけれども、意外とせっかちと言いま
すか、思い込みの激しいところがありまして、幹事の

お声をかけていただいたときに例会の後かなにかに、
急に天方会長に「鱗へ行かないか」と言われまして、
あまりいきなり鱗へ誘われることがなかったのですけ
れど。何も考えずに、
八千代だったら
ちょっと怪しいと
思ったのですけれ
ど、鱗だったもので
すから何も考えずに
付いて行ったら、お
酒を飲んでいる最中
に、「2019-2020 年度の会長を引き受けた」という話
をされまして、本当に頭の片隅にも、まるっきり幹事
なんてことはなかったものですから「それはすごいで
すね、ガバナー年度じゃないですか」と。「すごく大
変ですよ」なんていう話をしていたら、なにか分から
ないですけれど「幹事、どうだ」と言われました。
　その意味がよく分からなくて、「幹事、どうだ」と
いう意味がよくわからなくて、いろいろ自分なりに考
えましたけれども、幹事の相談をしているのかと思い
まして、僕なりに一生懸命その後しばらく真剣に誰が
幹事に良いのかと思って、沈黙の中、必死に考えまし
た。いろいろな人の顔を思い浮かべまして、誰が良い
かといろいろ考えて。
　多分、真剣に考えているのだと会長は思われたと思
いますけれども、僕は誰が良いかを真剣に考えていま
して、しばらくの沈黙の後に天方会長に「誰が良いで
しょうね」と言いました。そうしたら「そうじゃなく、
お前だ」と言われまして、そこでやっと事態に気づき
ました。
　そこからどんよりした空気の中、「すみません。嫁
に相談をするので持ち帰らせてください」と言って、
その場は終わったような感じです。後日、改めて「せっ
かくのお声がけですし、あまり運営職というものは苦
手な方ですけれども、せっかくのチャンスですのでや
らせてください」ということで、お引き受けをさせて
いただいたところでございます。
　そんな感じで、私、本当に意外とそそっかしく、早
とちりの部分もありますので、本当に１年間、皆さま
方のご協力・叱咤激励をいただかないと本当に乗り越
えて行けない、そんな１年になるのかと思っておりま
す。ですけれども、以外と打たれ弱い性格でございま
す。叱咤激励も、できましたら叱咤を少なめ激励を多
めの叱咤激励にしていただきまして。褒められて伸び
るタイプでございますので、できましたら激励だけで
も構いませんので、改めて激励多めの叱咤激励をお願
いさせていただきまして、今年度１年、ぜひよろしく
お願いしたいと思います。
　以上で、幹事としてのご挨拶とさせていただきます。
改めまして、１年間どうぞよろしくお願いいたします。
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